
 

 

北九州市 子ども・子育て支援に関する市民アンケート 

【就学前児童用Ａ】 

 
 

平成３０年１１月 北九州市子ども家庭局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆調査票のご記入が済みましたら、同封の返信用封筒に入れて、１２月２０日（木）
までにご投函くださいますようお願いいたします。 

 

☆このアンケートは、住民基本台帳の中から、平成30年4月1日現在で、0歳から5歳のお

子さんを無作為に5,000人抽出し、その保護者の皆さまにご協力をお願いするものです。 

  

☆ご回答いただいた内容は、回答者個人が特定されたり、他の目的に利用されたりするこ

とは一切ございません。次期計画の検討にのみ利用させていただきます。 

次期計画が策定されましたら、市民の皆さまにも分かりやすい形で公表いたします。 

 
 

本調査に関することや、ご不明な点についてのお問合せは、下記までお願いいたします。 

 

 

 

 
 
※参考：「元気発進！子どもプラン（第２次計画）」のホームページはこちらから 

    http://www.city.kitakyushu.lg.jp/kurashi/11500078.html 

アンケート調査へのご協力のお願い 

 

北九州市では、「子どもの成長」と「子育て」を地域社会で支え合う“まちづくり”を

基本理念とした「元気発進！子どもプラン（第２次計画：2015年度～2019 年度）」を

策定し、本市の子どもの育成や子育て支援に関するさまざまな取り組みを進めています。 

このたび、現在の計画終了後の次の 5 年間（2020 年度～2024 年度）に向けた次期

計画を策定するにあたっての参考とするために、大規模なアンケート調査を実施すること

となりました。 

このアンケートは、子育て家庭の現状やニーズを把握するとともに、皆さまからの率直

なご意見をお聞かせいただき、本市の今後の子育て環境の充実に反映させていくためのと

ても大切な調査となります。 

質問項目が多く、お手数をおかけしますが、本市の子育て支援をより良いものにしてい

くため、是非ご協力いただきますようお願いいたします。 

 

〈お問い合わせ先〉 

 北九州市子ども家庭局総務企画課 （北九州市小倉北区城内１－１） 

 電話：０９３－５８２－２２８０ ＦＡＸ：０９３－５８２－００７０ 

QR 

ｺｰﾄﾞ 



 

いただいたご意見は、市の子育て支援施策に生かされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査票にご記入いただき、ご提出いただいたご意見は、子ども・子育て会議などを経て、

次期の子育て支援施策に係る計画に生かされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

安心して生み育てる

ことができる環境づ

くりや子育ての悩み

や不安への対応など 

幼稚園・保育所等の質の 

向上や多様なニーズへの

対応など 

 

放課後児童クラブや 

青少年の健全育成など 

教育・保育の量の 

見込みと確保の 

方策など 

特別な支援が必要な 

子どもや家庭への支援

など 

子ども・子育て支援事業計画 

次世代育成行動計画 次世代育成行動計画



 

ご記入にあたってのお願い 

１  アンケートには、あて名のお子さんの保護者の方がご記入ください。  

２  設問によってご回答いただく方が限られていたり、お選びいただく数が異

なったりしますので、ことわり書きに従ってください。また、「その他」

をお選びいただいた場合は、その後にある（  ）内に具体的な内容をご記

入ください。  

３  調査票のご記入が済みましたら、お手数ですが、同封の返信用封筒に入れ

て、平成３０年１２月２０日（木）までにご投函ください。  

 

 

 

 

 

 

各区の親子ふれあいルーム(※)でも調査票の記入ができます。 

この調査票を持って、お越しください。 

※ 「親子ふれあいルーム」とは、子育て家庭の親とその子ども（おおむね 3 歳未満の 

乳幼児）が気軽に集い、相互に交流を図る場です。 

区 場所 電話番号 実施時間 

（祝日及び年末年始を除く） 

門司区 門司区役所3階 331-6023  

 

月曜日～金曜日 

10時～16時 

小倉北区 小倉北区役所8階 581-1886 

小倉南区 小倉南生涯学習センター2階 922-5036 

若松区 若松区役所4階 761-3772 

八幡東区 八幡東区役所東別館 661-1112 

八幡西区 八幡西区役所6階 

 （コムシティ内） 

645-6226 

戸畑区 戸畑区役所2階 882-2013 月曜日、水曜～土曜日 

10時～16時 
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＜北九州市＞ 子ども・子育て支援に関する市民アンケート（就学前児童用Ａ） 

 

 

１．お住まいの地域についておうかがいします。                   

  
問１ お住まいの区としてあてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

１．門司区      ２．小倉北区     ３．小倉南区     ４．若松区        

５．八幡東区     ６．八幡西区     ７．戸畑区      

 
 

 

２．宛名のお子さんとご家族の状況についておうかがいします。            
 

問２ 宛名のお子さんの生年月をご記入ください。（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字） 

 平成 □□年 □□月生まれ 

 

問３ 宛名のお子さんのきょうだいは何人いらっしゃいますか。宛名のお子さんを含めた人数を□内に数字で

ご記入ください。また、すべてのお子さん（宛名のお子さんを含む）について、平成３０年４月１日現在

の年齢をご記入ください。お子さんが７人以上いらっしゃる場合は欄外にお書きください。 

 

 

            第１子（  ）歳    第２子（  ）歳    第３子（  ）歳 

            第４子（  ）歳    第５子（  ）歳    第６子（  ）歳 

 

 

 

問４ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さんからみた関係でお答えください。あて

はまる番号１つに○をつけてください。 

１．母親           ２．父親           ３．その他（          ） 

 

 

問５ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。あてはまる番号に○をつけ

てください。 

１．配偶者（内縁関係を含む）がいる            ２．配偶者はいない 

 

 

問６ 宛名のお子さんの世帯について、平成３０年度住民税(市県民税)の課税状況についてお答えください。 

１．課税            ２．非課税 

 

 

問７ 宛名のお子さんの子育てを家庭内で主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関係であては

まる番号１つに○をつけてください。 

１．父母ともに  ２．主に母親   ３．主に父親   ４．主に祖父母  ５．その他（      ） 

 

人 
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３．子どもの育ちをめぐる環境についておうかがいします。               

 
問８ 宛名のお子さんの子育てに日常的に関わっている方はどなた（どこ）ですか。お子さんからみた関係で

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

＊ ｢１｣に○をつける場合は、「２」｢３｣の○は不要です。 

＊「５」には、家庭的保育、小規模保育、認定こども園等を含みます。 

１．父母ともに  ２．（主に）母親  ３．（主に）父親  ４．祖父母  ５．幼稚園・保育所等の施設 

６．その他（       ） 

 

 

問９ 宛名のお子さんの子育てに、影響すると思われる環境すべてに○をつけてください。 

１．家庭   ２．地域（＊）   ３．幼稚園・保育所等の施設   ４．その他（       ） 

  ＊地域とは、ご近所、自治会・町内会、市民センター・親子ふれあいルームや児童館等です 

 

 

問 10 日頃、宛名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。あてはまる番号すべてに○をつけてくだ

さい。 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

5．いずれもいない 
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４．宛名のお子さんの保護者の就労状況についておうかがいします。           

 

問11 宛名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をおうかがいします。 

 

宛名のお子さんの(1)は母親について、(2)は父親についてお答えください。 
 

問11（１） 母親 

あてはまる番号１つに○をつけてください。 【父子家庭の場合は、記入不要です⇒問11（2)父親へ】 

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、 

産休・育休・介護休業中ではない 

2．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、 

産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、 

産休・育休・介護休業中ではない 

4．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、 

産休・育休・介護休業中である 

5．以前は就労していたが、現在は就労していない 

6．これまで就労したことがない 

 

 

（１）-1 問11（１）で「1.」～「4.」のいずれかに○をつけた方におうかがいします。 

仕事と子育てを両立させる上で大変だと感じることは何ですか。 

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．急な残業が入ってしまう 

２．自分が病気・けがをした時や、子どもが急に病気になった時に代わりに面倒を見る人がいない 

３．家族の理解が得られない 

４．職場で、仕事と家庭の両立支援制度が利用できない 

５．職場の理解が得られない 

６．子どもが病気のときに休みづらい 

７．家族等の介護がある 

８．保育所などがなかなか見つからない 

９．時間の余裕がない 

1０．子どもと接する時間が少ない 

1１．体力に限界を感じる 

1２．その他（                                   ） 

 

（１）-2 問11（１）で「1.」～「4.」のいずれかに○をつけた方におうかがいします。 

週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。 

就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。 

産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字） 

      １週当たり □日         １日当たり □□時間 

 

 

⇒問 11(2)父親へ 
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（１）-3 問11（１）で「1.」～「4.」のいずれかに○をつけた方におうかがいします。 

家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンにつ

いてお答えください。 

産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

時間は、（例）０８時～１８時のように、２４時間制でお答えください。 

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字） 

      家を出る時刻 □□時台      帰宅時刻 □□時台 

 

問11（２） 父親 

あてはまる番号１つに○をつけてください。  【母子家庭の場合は、記入不要です⇒問12へ】 

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、育休・介護休業中ではない 

２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

 

 

（２）-1 問11（２）で「1.」～「4.」のいずれかに○をつけた方におうかがいします。 

仕事と子育てを両立させる上で大変だと感じることは何ですか。 

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．急な残業が入ってしまう 

２．自分が病気・けがをした時や、子どもが急に病気になった時に代わりに面倒を見る人がいない 

３．家族の理解が得られない 

４．職場で、仕事と家庭の両立支援制度が利用できない 

５．職場の理解が得られない 

６．子どもが病気のときに休みづらい 

７．家族等の介護がある 

８．保育所などがなかなか見つからない 

９．時間の余裕がない 

10．子どもと接する時間が少ない 

11．体力に限界を感じる 

12．その他（                                   ） 

 

（２）-2 問11（２）で「1.」～「4.」のいずれかに○をつけた方におうかがいします。 

週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。 

就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。 

育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字） 

      １週当たり □日      １日当たり □□時間 

 

 

 

⇒問 13 へ 
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（２）-3 問11（２）で「1.」～「4.」のいずれかに○をつけた方におうかがいします。 

家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンにつ

いてお答えください。 

育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

時間は、（例）０８時～１８時のように、２４時間制でお答えください。 

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字） 

      家を出る時刻 □□時台    帰宅時刻 □□時台 

 

問 12 問 11 の（１）または（２）で「3.」または「4.」に○をつけた方におうかがいします。 

該当しない方は、問 14 へお進みください。 

フルタイムへの転換希望はありますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 

（１）母親        

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に専念したい 

 

 

（２）父親        

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に専念したい 

 

 

問 13 問 11 の（１）または（２）で「5.」または「6.」に○をつけた方におうかがいします。該当しない方

は、問 14 へお進みください。                

就労予定はありますか。あてはまる番号・記号それぞれ１つに○をつけ、該当する□内には数字をご記 

入ください。（数字は一枠に一字） 

 

（１）母親        

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．1 年より先、一番下の子どもが □□歳になったころに就労を予定している 

３．１年以内の就労を予定している 

  →予定している就労形態   ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

                イ．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

                  →１週当たり □日   １日当たり □□時間 
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（２）父親        

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．1 年より先、一番下の子どもが □□歳になったころに就労を予定している 

３．１年以内の就労を予定している 

  →予定している就労形態   ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

                 イ．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

                  →１週当たり □日   １日当たり □□時間 

 

問 13-1 問 13 の（１）または（２）で、「2.」または｢3.｣に○をつけた方におうかがいします。 

現在働いていない理由は何ですか。もっともあてはまる番号 1 つに○をつけてください。 

（１）母親        

１．希望する保育所に入りにくい 

２．働きながら子育てできる適当な仕事がない（希望の条件と合わない） 

３．自分の知識、能力にあう仕事がない 

４．家族の考え方（親族の理解が得られない）等、就労する環境が整っていない 

５．その他（                                     ） 

 

（２）父親        

１．希望する保育所に入りにくい 

２．働きながら子育てできる適当な仕事がない（希望の条件と合わない） 

３．自分の知識、能力にあう仕事がない 

４．家族の考え方（親族の理解が得られない）等、就労する環境が整っていない 

５．その他（                                     ） 
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問 14  あなたの平均的な 1 日において、下記についてどの程度の時間を費やしているかお答えください。 

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字） 

（１）母親 【父子家庭の場合は、記入不要です】 

  問 11（1）で「1.」～「4.」のいずれかに○をつけた方は、仕事のある日とない日の両方に記入してくだ

さい。 

  問 11（1）で「5.」または「6.」に○をつけた方は、仕事のない日のみに記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）父親  【母子家庭の場合は、記入不要です】 

  問 11（2）で「1.」～「4.」のいずれかに○をつけた方は、仕事のある日とない日の両方に記入してくだ

さい。 

  問 11（2）で「5.」または「6.」に○をつけた方は、仕事のない日のみに記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア．家事（料理、洗濯、掃除、買物など）をする時間 

仕事のある日 □□時間□□分    仕事のない日 □□時間□□分 

 

イ．子育てをする時間  

仕事のある日 □□時間□□分    仕事のない日 □□時間□□分 

 

ア．家事（料理、洗濯、掃除、買物など）をする時間 

仕事のある日 □□時間□□分    仕事のない日 □□時間□□分 

 

イ．子育てをする時間  

仕事のある日 □□時間□□分    仕事のない日 □□時間□□分 
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５．宛名のお子さんの平日の定期的な教育・保育施設の利用状況についておう
かがいします。                             
 

※ここでいう「定期的な教育・保育施設」とは、月単位で定期的に利用しているものを指します。具体的には、

幼稚園や保育所など、問 15-1 に示した施設が含まれます。 

 

 

問 15 宛名のお子さんは現在、幼稚園や保育所などの「教育・保育施設」を「定期的に」利用していますか。 

あてはまる番号に○をつけてください。 

 １．利用している  ⇒ 問 15-1 へ       ２．利用していない  ⇒ 問 17 へ 

 

問 15-1 問 15 で「1. 利用している」に○をつけた方におうかがいします。宛名のお子さんは、平日は、どの 

ような施設を利用していますか。 

現在、年間を通じて「定期的に」利用している施設をお答えください。 （あてはまる番号すべてに 

○をつけてください。） 

 

１．幼稚園 

（通常の就園時間の利用） 

 

３．認可保育所 

（国が定める最低基準に適合した施設で 

都道府県等の認可を受けた定員20人以上 

のもの） 

 

５．家庭的保育 

（家庭的な雰囲気のもとで定員５人以下の保育を

行う事業） 

 

 

７．事業所内保育 

（＊本市の場合は、下記施設が該当します） 

 

 

 

 

 

 

9．その他の認可外の保育施設 

 

２．幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業 

のうち定期的な利用のみ） 

 

４．認定こども園 

（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設） 

 

 

６．小規模保育 

  （定員６人以上１９人以下で家庭的保育 

に近い雰囲気で保育を行う事業） 

 

 

８．「7.」以外の企業が運営する保育施設 

（企業主導型保育施設） 

 

 

 

 

 

 

10．居宅訪問型保育 

  （ベビーシッターのような保育者が子どもの 

   家庭で保育する事業） 

 

11．ほっと子育てふれあいセンター 

  （地域住民が子どもを預かる事業） 

 

・キッズルーム・スマイル：小倉北区赤坂一丁目 
・宇佐町さわやか保育園：小倉北区宇佐町二丁目 
・うえっち保育園：小倉南区葛原本町一丁目 
・なないろ保育園：小倉南区曽根北町 
・キッズルーム・ハグ：小倉南区中曽根東二丁目 
・ひかりと大地の保育園：若松区大字安屋 

・さわやかくきのうみ保育園：若松区くきのうみ中央 

５．宛名のお子さんの平日の定期的な教育・保育施設の利用状況について
おうかがいします。
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問 15-2 問 15-1 で○をつけた施設を、現在どのくらい利用していますか。また、希望としてはどのくらい 

利用したいですか。 

１週当たりの利用日数、１日当たりの利用時間（何時何分から何時何分まで）を、□内に具体的な 

数字でご記入ください。 

時間は、（例）０７時３０分～１８時００分のように、２４時間制でお答えください。（数字は一 

枠に一字） 

 

（１）現在 

１週当たり □日    

１日当たり □□時間 □□分（□□時□□分～ □□時□□分） 

 

（２）希望 

１週当たり □日    

１日当たり □□時間 □□分（□□時□□分～ □□時□□分） 

 

 

問 15-3 問 15-1 で○をつけた施設を利用している主な理由として、あてはまる番号すべてに○をつけてくだ

さい。 

 １．子どもの教育や発達のため 

２．子育てをしている保護者が、現在就労している 

３．子育てをしている保護者が、就労予定／求職中である 

４．子育てをしている保護者が、家族・親族などを介護している 

５．子育てをしている保護者に、病気や障害がある 

６．子育てをしている保護者が、就学中である（大学等） 

７．その他（                                     ） 
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問 16 問 15 で「1. 利用している」に○をつけた方におうかがいします。今後、平日に「定期的に」利用した

い施設はどれですか。 

現在利用している施設を今後も利用する場合、その施設もあわせてご回答ください。（あてはまる番号す

べてに○をつけてください。） 

 

１．幼稚園 

（通常の就園時間の利用） 

 

３．認可保育所 

（国が定める最低基準に適合した施設で 

都道府県等の認可を受けた定員20人以上 

のもの） 

 

５．家庭的保育 

（家庭的な雰囲気のもとで定員５人以下の保育を

行う事業） 

 

 

７．事業所内保育 

（＊本市の場合は、下記施設が該当します） 

 

 

 

 

 

 

 

9．その他の認可外の保育施設 

 

２．幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業 

のうち定期的な利用のみ） 

 

４．認定こども園 

（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設） 

 

 

６．小規模保育 

  （定員６人以上１９人以下で家庭的保育 

に近い雰囲気で保育を行う事業） 

 

 

８．「7.」以外の企業が運営する保育施設 

（企業主導型保育施設） 

 

 

 

 

 

 

 

10．居宅訪問型保育 

  （ベビーシッターのような保育者が子どもの 

   家庭で保育する事業） 

 

11．ほっと子育てふれあいセンター 

  （地域住民が子どもを預かる事業） 

 

 

 

問 16-1 問 16 で「１．幼稚園」または「２．幼稚園の預かり保育」に○をつけ、かつ「3.」～「11.」に１つ

でも○をつけた方におうかがいします。 

特に幼稚園（＊）の利用を強く希望しますか。あてはまる番号に○をつけてください。 

＊幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む 

  1．はい         2．いいえ 

 

問18へお進みください。 

 

・キッズルーム・スマイル：小倉北区赤坂一丁目 
・宇佐町さわやか保育園：小倉北区宇佐町二丁目 
・うえっち保育園：小倉南区葛原本町一丁目 
・なないろ保育園：小倉南区曽根北町 
・キッズルーム・ハグ：小倉南区中曽根東二丁目 
・ひかりと大地の保育園：若松区大字安屋 

・さわやかくきのうみ保育園：若松区くきのうみ中央 
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問 17 問 15 で「2．利用していない」に○をつけた方におうかがいします。利用していない理由は何ですか。 

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

1．（親が就労していない等の理由で）利用する必要がない 

2．子どもの祖父母や親戚がみている 

3．近所の人や父母の友人・知人がみている 

4．保育所などに空きがない 

5．経済的な理由で保育所などを利用できない 

6．延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

7．保育の質や場所など、納得できるものがない 

8．子どもがまだ小さいため（□歳くらいになったら利用しようと考えている） 

9．その他（                                     ） 

 

問 17-1 問 15 で「2．利用していない」に○をつけた方におうかがいします。 

今後、平日、「定期的に」利用したい施設はありますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

（「1.」～「11.」いずれも該当ない場合は、「12.特になし」に○をつけてください。） 

現在、これらを利用する際は一定の負担が必要ですが、国は、「３歳から５歳までの全ての子供 

及び ０歳から２歳までの住民税非課税世帯の子供について、2019 年 10 月からの全面的な無償化 

措置の実施を目指す」としています。（＊） 
＊平成30年6月15日閣議決定「経済財政運営と改革の基本方針2018～少子高齢化の克服による持続的な成長経路 
 の実現～」より抜粋 

 

１．幼稚園 

（通常の就園時間の利用） 

 

３．認可保育所 

（国が定める最低基準に適合した施設で 

都道府県等の認可を受けた定員20人以上 

のもの） 

 

５．家庭的保育 

（家庭的な雰囲気のもとで定員５人以下の保育を

行う事業） 

 

７．事業所内保育 

（＊本市の場合は、下記施設が該当します） 

 

 

 

 

 

 

9．その他の認可外の保育施設 

２．幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業 

のうち定期的な利用のみ） 

４．認定こども園 

（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設） 

 

６．小規模保育 

  （定員６人以上１９人以下で家庭的保育 

に近い雰囲気で保育を行う事業） 

 

８．「７．」以外の企業が運営する保育施設 

（企業主導型保育施設） 

 

 

10．居宅訪問型保育 

  （ベビーシッターのような保育者が子どもの 

   家庭で保育する事業） 

 

11．ほっと子育てふれあいセンター 

  （地域住民が子どもを預かる事業） 

12．特になし 

 

 

・キッズルーム・スマイル：小倉北区赤坂一丁目 
・宇佐町さわやか保育園：小倉北区宇佐町二丁目 
・うえっち保育園：小倉南区葛原本町一丁目 
・なないろ保育園：小倉南区曽根北町 
・キッズルーム・ハグ：小倉南区中曽根東二丁目 
・ひかりと大地の保育園：若松区大字安屋 

・さわやかくきのうみ保育園：若松区くきのうみ中央 
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問 17-2 問 17-1 で、「1.」～「11.」のいずれかに○をつけた方におうかがいします。 

これまで利用していなかったのに、今後利用したいと思った理由は何ですか。 

あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．もともと利用することを考えていた 

２．新たに「幼児教育の無償化」が始まるので、利用しようと思った 

３．その他（                                ） 

 

 

問 17-3 問 17-1 で、「1.」～「11.」のいずれかに○をつけた方におうかがいします。 

問 17-1 で○をつけた施設は、お子さんが何歳になったら、｢定期的に｣利用したいですか。 

あてはまる番号１つに○をつけてください。 

  1．０歳            2．１～２歳          ３．３歳以上 

 

 

問 17-4 問 17-1 で「１．幼稚園」または「２．幼稚園の預かり保育」に○をつけ、かつ「3.」～「11.」に１

つでも○をつけた方におうかがいします。 

特に幼稚園（＊）の利用を強く希望しますか。あてはまる番号に○をつけてください。 

＊幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む 

  1．はい           2．いいえ 
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６．宛名のお子さんの地域の子育て支援事業の利用状況についておうかがいします。 

問 18 宛名のお子さんは、現在、地域で行われる子育て支援事業（親子が集まって過ごしたり、相談をしたり、

情報提供を受けたりする場で、本市では、下記「1.」～「5.」のようなもの）を利用していますか。 

あてはまる番号すべてに○をつけてください。○をつけたものについては、おおよその利用回数（頻度）

を□内に数字でご記入ください。 

（数字は、週あたり、月あたり、年あたりのいずれか一枠に一字） 

 

１．親子ふれあいルーム（区役所［市内 7 箇所］にあり、気軽に乳幼児を持つ親子が集える場） 

   １週あたり □回 又は １ヶ月あたり □回程度 又は １年あたり □回程度 

２．地域子育て支援センター（保育所ほか［市内３箇所］で、保育士が子育て家庭や育児サークルへの相

談・支援を行う場） 

１週あたり □回 又は １ヶ月あたり □回程度 又は １年あたり □回程度 

３．子どもの館・子育てふれあい交流プラザ（総合的な子育て支援拠点施設） 

１週あたり □回 又は １ヶ月あたり □回程度 又は １年あたり □回程度 

※子どもの館、子育てふれあい交流プラザの利用回数を合計してください。 

４．市民センターにおけるフリースペース（一部の市民センターで定期的に開設しているもので、子ども             

連れの人が自由に参加、利用できる場） 

１週あたり □回 又は １ヶ月あたり □回程度 又は １年あたり □回程度 

５．児童館 

 １週あたり □回 又は １ヶ月あたり □回程度 又は １年あたり □回程度 

６．利用していない 

 

問 19 問 18 の「1.」～「5.」の事業について、今は利用していないが、できれば今後利用したい、あるいは、

利用日数を増やしたいと思いますか。 

あてはまる番号１つに○をつけて、おおよその利用回数（頻度）を□内に数字でご記入ください 

（数字は、週あたり、月あたり、年あたりのいずれか一枠に一字）。 

なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生する場合があります。 

１．利用していないが、今後利用したい 

 １週あたり □回 又は １ヶ月あたり □回程度 又は １年あたり □回程度  

２．すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい  

１週あたり更に □回 又は １ヶ月あたり更に□回程度 又は １年あたり更に□回程度  

３．新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 
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問 20 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利用したいと思うものを

お答えください。①～㉑の事業ごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについて、「はい」「いいえ」のいずれかに○を

つけてください。なお、事業によっては、お住まいの地域で実施されていないものもあります。 

 A B C 

 
知っている 

これまでに利用   

したことがある 
今後 

利用したい 

①母親学級、両親学級、育児教室 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

②市民センターなどでの育児相談 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

③家庭教育に関する学級・講座 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

④認可保育所や幼稚園等の子育て支援事業 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑤子ども・家庭相談コーナー 

（区役所の保健福祉課にある子育ての総合相談窓口） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑥児童館 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑦子育てふれあい交流プラザ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑧子どもの館 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑨親子ふれあいルーム（※１） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑩地域子育て支援センター（※２） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑪子育て支援サロン“ぴあちぇーれ” はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑫赤ちゃんの駅 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑬わらべの日（毎月第２日曜日） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑭子育てマップ北九州 

（子育てに関する最新情報を提供するホームページ） 
はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑮北九州市こそだて情報（※３） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑯Ｅメール配信サービス はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑰ほっと子育てふれあいセンター（※４） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑱ペリネイタルビジット（※５） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑲妊娠相談ほっとナビ はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑳妊産婦、乳幼児の家庭訪問 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

㉑マザーズハローワーク はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

 

問20-1 問20の「Ｂこれまでに利用したことがある」で、「はい」に１つでも○をつけた方におうかがいします。
利用後、どのように感じましたか。感想・意見など、ご自由にお書きください。 

  （記入例：①については、～～と感じた。⑫については、～～があるといいと感じた。） 

 

 

 

 

 

※１ 親子ふれあいルーム：区レベルでは区役所または近接した公共施設に、地域レベルでは９箇所の児童館（風師、中島、

新政町、葛原、徳力、高須、楠橋、小嶺、夜宮）に設置している。 

※２ 地域子育て支援センター：市内３箇所にあり、主に保育所に併設されている。（小倉南区、若松区、八幡東区に各１

箇所） 

※３ 北九州市こそだて情報：子育て支援に関する様々なサービス、制度、施策の情報を一冊にまとめた情報誌。 

※４ ほっと子育てふれあいセンター：地域で子育ての援助を行いたい者と、子育ての援助を受けたい者を会員とする相互

援助組織。保育施設の開始前や終了後、急な残業などの際に子どもを預り、子育て

家庭を支える事業（対象年齢：生後3ヶ月～小学6年生）。 

※５ ペリネイタルビジット：産前・産後に、産婦人科からの紹介で小児科を訪問し、予防接種の受け方や育児の仕方など 

何でも相談できる事業。 
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７．宛名のお子さんの土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育施設  
の利用希望についておうかがいします                        

 

問 21 宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育施設を利用したいですか。 

（一時的な利用は除く）。あてはまる番号１つに○をつけ、希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入

ください。時間は、（例）０８時～１８時のように、２４時間制でお答えください 

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字）。なお、これらの利用には、一定の利用者負担が発 

生します。   

＊教育・保育施設とは、幼稚園、保育所、認定こども園、認可外保育施設などを指し、親族･知人による預かりは含まない 

（１）土曜日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい          利用したい時間帯 

３．月に１～２回は利用したい          □□時から □□時まで 

 

（２）日曜日・祝日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい          利用したい時間帯 

３．月に１～２回は利用したい          □□時から □□時まで 

 

 

問 21-1 問 21 の（１）もしくは（２）で、「3. 月に１～２回は利用したい」に○をつけた方におうかがいし

ます。毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．月に数回仕事が入るため         ２．平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため 

３．親族の介護や手伝いが必要なため     ４．息抜きのため 

５．その他（              ）  

 

 

問 22 「幼稚園」を現在利用されている方におうかがいします。宛名のお子さんについて、夏休み・冬休みな

ど長期の休暇期間中の教育・保育施設の利用を希望しますか。 

あてはまる番号１つに○をつけ、希望がある場合は、利用したい時間帯を(例)０９時～１８時のように 

２４時間制でご記入ください（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字）。 

なお、これらの施設の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

１．利用する必要はない 

２．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい     利用したい時間帯 

３．休みの期間中、週に数日利用したい      □□時から □□時まで 

 

 

問 22-1 問 22 で、「3. 休みの期間中、週に数日利用したい」に○をつけた方におうかがいします。毎日では

なく、たまに利用したい理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．週に数回仕事が入るため         ２．買い物等の用事をまとめて済ませるため 

３．親族の介護や手伝いが必要なため       ４．息抜きのため 

５．その他（              ）  

７．宛名のお子さんの土曜・休日や長期休暇中の⽛定期的⽜な教育・保育施設
の利用希望についておうかがいします
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８．宛名のお子さんの病気の際の対応についておうかがいします（平日の教育・
保育を利用する方のみ）                             
 

問 23 平日の定期的な教育・保育施設を利用していると答えた保護者の方（問 15 で｢1.｣に○をつけた方）に

おうかがいします。それ以外の方（問 15 で「2.」）に○をつけた方）は、問 23-3 にお進みください。 

この１年間に、宛名のお子さんが病気やケガのため、普段利用している施設を利用できなかったことは 

ありますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

  １．あった  ⇒ 問 23-1 へ       ２．なかった  ⇒ 問 23-3 へ 

  
問 23-1 宛名のお子さんが病気やけがのため、普段利用している施設が利用できなかった際、この１年間に行

った対処方法は何ですか。あてはまる記号（ア～ケ）すべてに○をつけ、○をつけたものについては、

その日数も□内に数字でご記入ください。 

（半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください。数字は一枠に一字） 

 １年間の対処方法 日数 

ア. 父親が（仕事を）休んだ □□ 日 

イ. 母親が（仕事を）休んだ □□ 日 

ウ. （同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった □□ 日 

エ. 父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた □□ 日 

オ. 病児保育（※）施設を利用した 

（保育所（園）で実施しているサービスを含む） 

□□ 日 

カ. ベビーシッターを利用した 

 

 

  

□□ 日 

キ. ほっと子育てふれあいセンターを利用した 

 

 

  

□□ 日 

ク. 仕方なく子どもだけで留守番をさせた 

 

 

  

□□ 日 

ケ. その他（               ） □□ 日 
 

 ※病児保育･･･保護者の仕事などの都合により、家庭での保育が困難な病気中の子どもおよび病気回復期にある子どもを 

一時的に預かるもの（重篤な病気の場合は、対応できません）。 

 

問 23-2 問 23-1 で「ア.」「イ.」のいずれかに○をつけた方におうかがいします。その際、「できれば病児保

育施設を利用したい」と思いましたか。あてはまる番号に○をつけ、「1.」に○をした場合は、利用し

たかった日数を□内に数字をご記入ください（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字）。 

なお、病児保育の利用には、利用前にかかりつけ医の受診が必要となります。 

利用料金：１日あたり 2,000 円（世帯の所得に応じて減免あり） 

１．できれば病児保育施設を利用したい     １年当たり□□日          

２．利用したいとは思わない          
 
 

 

８．宛名のお子さんの病気の際の対応についておうかがいします（平日の教育・
保育を利用する方）
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問 23-3 すべての方におうかがいします。 

病気等の子どもを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。 

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．小児科（医療機関）に併設した施設で子どもを保育する事業 

２．他の施設（例：幼稚園・保育所等）に併設した施設で子どもを保育する事業 

３．地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業 

（ほっと子育てふれあいセンターのような形態） 

４．その他（                            ） 

  

 

問 23-4 すべての方におうかがいします。市内でどの地域に病児保育施設があると利用しやすいですか。あて 

はまる番号すべてに○をつけてください。 

１．自宅周辺   ２．職場周辺   ３．通勤経路上   ４．その他（           ） 

 

 

問 23-5 すべての方におうかがいします。病児保育施設を利用するにあたって障害になることは何だと思いま

すか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．他人に看護してもらうのは不安       ２．利用料がかかる・高い 

３．利用方法がわからない           ４．立地の悪さ（自宅や職場の近くにない）    

５．開所時間、曜日が合わない         ６．施設に空きがなかった  

７．利用手続きが面倒             ８．その他（               ）  
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９．宛名のお子さんの不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の  
利用についておうかがいします                            
 

問 24 宛名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外で、私用、親の通院、不定期の就労等

の目的で不定期に利用している事業はありますか。あてはまる番号すべてに○をつけ、１年間の利用日数

（おおよそ）も□内に数字でご記入ください。（数字は一枠に一字） 

利用している事業・日数（年間） 

１．一時預かり 

   （私用など理由を問わずに保育所や一時預かり室などで 
一時的に子どもを保育する事業） 

  

２．幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち、不定期に 

利用する場合のみ）  

３．ほっと子育てふれあいセンター 

   （地域住民が子どもを預かる事業） 

 

４．夜間養護等事業：トワイライトステイ 

（児童養護施設等で休日・夜間、子どもを保護する事業） 

 

５．ベビーシッター  

６．その他（                     ）  

７．利用していない ⇒問 24-2 へ 

 
 

問 24-1 問 24 で「1.」～「6.」に○をつけた方におうかがいします。宛名のお子さんについて、私用、親の

通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい事業を利用したいと思いますか。 

「1.」の場合は、必要な日数もご記入ください（これまで利用していた方は、これまでの利用日数と 

今後利用したい日数を合計をご記入ください）。利用にあたっては、一定の利用者負担が発生します。 

１．利用したい 
計  □□ 日 

２．今後、利用する予定はない    

 

 

問 24-2 問 24 で「7．利用していない」に○をつけた方におうかがいします。利用していない理由は何ですか。 

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．特に利用する必要がない    ２．利用したい事業がない 

 ３．他人に預けるのは不安     ４．利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくない 

 ５．利用料がかかる・高い     ６．利用料がわからない 

７．自分が利用できるのか（対象になるのか）わからない 

８．利用方法（手続き等）がわからない 

９．その他（                                   ） 

□□ 日 

□□ 日 

□□ 日 

□□ 日 

□□ 日 

□□ 日 

→ 問 25 へ 

９．宛名のお子さんの不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の
利用についておうかがいします
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問 24-3 問 24 で「7. 利用していない」に○をつけた方におうかがいします。宛名のお子さんについて、今後、

私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、お子さんを預かる事業を利用したいと思いますか。あては

まる番号に○をつけてください。 

「1.」の場合は、必要な日数もご記入ください。利用にあたっては、一定の利用者負担が発生します。 

１．利用したい 
計  □□ 日 

２．利用する必要はない    

 

 

問 25 すべての方におうかがいします。日中の定期的な保育や病気のため以外で、私用、親の通院、不定期の 

就労等の目的で不定期にお子さんを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。 

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．大規模施設で子どもを保育する事業（例：幼稚園・保育所等） 

２．小規模施設で子どもを保育する事業（例：地域で少人数の一時保育を行う施設等） 

３．地域住民等が子育て家庭等の近くの場所で保育する事業（例：ほっと子育てふれあいセンター等） 

４．その他（                            ） 

 

 

問 26 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、宛名のお子さんを泊りが

けで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つからなかった場合も含

みます）。 

あった場合は、この１年間の対処方法としてあてはまる番号すべてに○をつけ、それぞれの日数も□内 

に数字でご記入ください。（数字は一枠に一字） 

 １年間の対処方法 日数 

１．あった ア. 親族・知人にみてもらった（同居者を含む） □□ 泊 

 イ. 
短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した 

（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業） □□ 泊 

 
ウ. 

イ以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）を

利用した □□ 泊 

 
エ. 仕方なく子どもを同行させた □□ 泊 

 
オ. 仕方なく子どもだけで留守番をさせた 

 

 

  

□□ 泊 

 
カ. その他（               ） □□ 泊 

２．なかった  

 
 
 
 
 
 
 

 



20 

10．宛名のお子さんが５歳または６歳の方に、小学校就学後の放課後の    
過ごし方についておうかがいします                             
                              

問 27 宛名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後、以下

同じ）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。 

あてはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ希望する週当たり日数を□内に数字でご記入ください。 

また、「5.放課後児童クラブ」に○をした場合は、利用したい時間も□内に数字でご記入ください。 

時間は（例）１８時のように２４時間制でご記入ください。（数字は一枠に一字） 

※放課後児童クラブ…地域によって学童保育などと呼ばれており、指導員の下、子どもの生活の場を提供するもので

す。本市では、低学年や留守家庭に限らず、希望するお子さんが、利用できるようになってい

ます。なお、事業の利用には、一定の負担が発生します。 

※ほっと子育てふれあいセンター･･･地域で子育ての援助を行ないたい者と、子育ての援助を受けたい者を会員とする 

相互援助組織。保育施設の開始前や終了後、急な残業などの際に子どもを預り、 

子育て家庭を支える事業（対象年齢：生後3ヶ月～小学6年生）。 

利用料：１時間あたり 800円～1,000円 

1．自宅 週 □ 日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週 □ 日くらい 

３．習い事 

  （ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 
週 □ 日くらい 

４．児童館 ※ 週 □ 日くらい 

５．放課後児童クラブ〔学童保育〕 
週 □ 日くらい  

→ 下校時から□□時□□分まで 

６．ほっと子育てふれあいセンター 週 □ 日くらい  

７．その他（市民センター、公民館、公園など） 週 □ 日くらい 

※ 児童館にある放課後児童クラブの利用を希望する場合は「5.」に回答 

 

10．宛名のお子さんが５歳または６歳の方に、小学校就学後の放課後の
過ごし方についておうかがいします



21 

問 28 宛名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後の時間をどのような場所で

過ごさせたいと思いますか。 

あてはまる番号すべてに○をつけ、それぞれの週あたり日数を□内に数字でご記入ください。 

また、「5.放課後児童クラブ」に○をした場合は、利用したい時間も□内に数字でご記入ください。 

時間は、（例）１８時のように２４時間制でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

※数年先のことになりますが、現在お持ちのイメージでお答えください。 

1．自宅 
週 □ 日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 
週 □ 日くらい 

３．習い事 

  （ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 
週 □ 日くらい 

４．児童館 ※ 
週 □ 日くらい 

５．放課後児童クラブ〔学童保育〕 
週 □ 日くらい  

→ 下校時から□□時□□分まで 

６．ほっと子育てふれあいセンター 
週 □ 日くらい 

７．その他（市民センター、公民館、公園など） 
週 □ 日くらい 

※ 児童館にある放課後児童クラブの利用を希望する場合は「5.」に回答 

 

問 29 問 27 または問 28 で「5.放課後児童クラブ」に○をつけた方におうかがいします。 

宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、放課後児童クラブを利用したいですか。 

下記（１）（２）それぞれについて、あてはまる番号１つに○をつけてください。また利用したい時間帯 

を、□内に数字でご記入ください。時間は（例）０９時～１８時のように２４時間制でご記入ください。 

（数字は一枠に一字） ※事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

（１）土曜日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい        

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい     

3．利用は考えていない 

 

（２）日曜日・祝日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい        

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい     

3．利用は考えていない 

 

 

利用したい時間帯 
□□時□□分から 

 □□時□□分まで 

利用したい時間帯 
□□時□□分から 

 □□時□□分まで 
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問 30 宛名のお子さんについて、夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中に、放課後児童クラブを利用したい

ですか。あてはまる番号１つに○をつけてください。また利用したい時間帯を、□内に数字でご記入くだ

さい。数字は（例）０９時～１８時のように２４時間制でご記入ください。（数字は一枠に一字） 

   ※事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい        

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい     

3．利用する必要はない 

 

 

11．すべての方に、育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度に   
ついておうかがいします                                
 

問 31 宛名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。母親、父親

それぞれについて、あてはまる番号１つに○をつけてください。また、取得していない方はその理由にあ

てはまる番号を□内にご記入ください。 

母親（いずれかに○） 父親（いずれかに○） 

１．働いていなかった  ２．取得した 

３．取得中である 

４．取得していない  

   ⇒ 

 

 

 

１．働いていなかった  ２．取得した 

３．取得中である 

４．取得していない 

⇒ 

 

 

１．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２．仕事が忙しかった 

３．（産休後に）早く職場に復帰したかった 

４．長期に休むと職場復帰が難しくなると思った 

５．昇給・昇格など今後のキャリアに影響がありそうだと思った 

６．自分にしかできない仕事や、担当している重要な仕事があった 

７．収入が減ってしまうから 

８．保育所などに預けることができた 

９．配偶者が育児休業制度を利用した 

10．制度を利用する必要がなかった（配偶者が無職、祖父母にみてもらえた等） 

11．子育てや家事に専念するため退職した 

12．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

13．育児休業を取得できることを知らなかった（制度について理解していなかった） 

14．出産前あるいは産休中に退職した 

15．その他（                        ） 

 

取得していない理由（下から番号を

選んでご記入ください）（複数回答可） 

取得していない理由（下から番号を

選んでご記入ください）（複数回答可） 

利用したい時間帯 
□□時□□分から 

 □□時□□分まで 

11．すべての方に、育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度に
ついておうかがいします
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問 31-1 問 31 で「2. 取得した」に○をつけた方におうかがいします。該当しない方は、問 32 へお進みくだ

さい。育児休業取得後、職場に復帰しましたか。あてはまる番号に○をつけてください。 

（１）母親 

１．職場に復帰した      ２．職場に復帰しなかった 

 

（２）父親 

１．職場に復帰した      ２．職場に復帰しなかった 

 

 

問 31-2 問 31-1 で「1. 職場に復帰した」に○をつけた方におうかがいします。育児休業から職場に復帰した

のは、保育所入所に合わせたタイミングでしたか。あるいはそれ以外でしたか。あてはまる番号に○を

つけてください。 

※年度初めでの認可保育所の入所を希望して、１月～２月頃復帰して一時的に認可外保育所に入所し

た場合なども「1.」に当てはまります。                             

また、年度初めでの入所を希望して復帰したが、実際には希望する保育所に入所できなかったとい

う場合も「1.」を選択してください。 

（１）母親 

1．入所に合わせたタイミングだった       ２．それ以外だった 

 

（２）父親 

1．入所に合わせたタイミングだった       ２．それ以外だった 

 

 

問 31-3 問 31-1 で「1. 職場に復帰した」に○をつけた方におうかがいします。育児休業からは、「実際」に

お子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しましたか。 

また、お勤め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何ヶ月のときまで育児休業を取りたかったですか。

□内に数字でご記入ください。 （数字は一枠に一字） 

（１）母親 

《実際》 

復帰した時期 

（子どもの年齢） 

 

□ 歳 □□ヶ月 

《希望》 

復帰したかった

時期 

（子どもの年齢） 

 

□ 歳 □□ヶ月 

 
 

（２）父親 

《実際》 

復帰した時期 

（子どもの年齢） 

 

□ 歳 □□ヶ月 

《希望》 

復帰したかった

時期 

（子どもの年齢） 

 

□ 歳 □□ヶ月 
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問 32 北九州市の子育ての環境や支援への満足度について、あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 満足度が低い                  満足度が高い 

 

１     ２     ３     ４     ５ 

 
 

問 33 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見、市に対する要望（新しい事業

に対する要望など）がございましたら、ご自由にご記入ください。 

   

   

   

   

   

   

 

以上で、すべての質問を終了しました。  

お忙しいところ、調査にご協力いただきまして、誠にありがとうございました。 

 




	空白ページ

